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ィ
ン
グ
、
栁
明
人
間
学
部
教

授
が
研
修
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
幹
と

な
る
内
水
面
養
殖
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
高
崎

教
授
は
、
研
究
の
成
果
と
し

て
、
水
質
管
理
や
浄
化
と
い

っ
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
最

終
段
階
に
入
っ
た
と
報
告
。

「
廃
水
処
理
、
餌
料
開
発
、

魚
の
健
康
管
理
な
ど
、
内
陸

部
で
水
産
資
源
を
養
殖
す
る

た
め
の
課
題
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
草
葉
を
餌
料
に
変
換

し
、
循
環
型
養
殖
シ
ス
テ
ム

で
魚
介
類
を
生
産
し
た
い
と

い
う
目
的
に
は
い
く
つ
か
の

大
き
な
壁
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
大
き

な
鍵
が
見
え
て
き
た
」
と
総

括
し
、「
生
態
系
だ
け
で
な

く
、
水
の
物
理
特
性
を
利
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
餌
料
生

産
を
第
一
主
題
に
、
シ
ス
テ

ム
開
発
を
第
二
主
題
と
し

て
、
今
後
も
研
究
を
進
め
て

い
く
」
と
話
し
た
。

　
発
表
会
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た
特
別
講
演
に
は
、
宮
城

県
水
産
高
校
の
生
徒
１
２
０

人
が
出
席
し
た
。元
漁
師
、元

水
産
庁
職
員
で
、
現
在
は
ウ

エ
カ
ツ
水
産
代
表
取
締
役
、

東
京
海
洋
大
学
客
員
教
授
の

上
田
勝
彦
氏
は
「
東
北
の
魚

で
考
え
る
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何

か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　
鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館
元

館
長
で
現
在
は
シ
ニ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
村
上
龍

男
氏
は
、
閉
館
寸
前
だ
っ
た

同
水
族
館
を
ギ
ネ
ス
認
定
の

「
世
界
一
の
ク
ラ
ゲ
水
族

館
」
に
ま
で
育
て
上
げ
た
体

験
を
語
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
日

本
大
震
災
後
の
耕
作
放
棄
地

で
育
て
た
草
葉
を
用
い
、
内

陸
部
に
設
け
た
水
槽
で
水
産

資
源
を
養
殖
す
る
方
法
を
研

究
。
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

養
殖
方
法
を
普
及
さ
せ
る
こ

と
で
新
た
な
産
業
の
創
出
と

地
域
振
興
を
目
指
し
て
き

た
。

　
研
究
成
果
発
表
会
で
は
、

高
崎
教
授
が
内
水
面
養
殖
シ

ス
テ
ム
、
庄
子
真
岐
経
営
学

部
准
教
授
が
流
通
マ
ー
ケ
テ

　
石
巻
の
秋
を
彩
る
「
２
０

１
８
石
鳳
祭
」
が
10
月
13
、

14
の
両
日
に
開
催
さ
れ
た
。

２
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
学
生
、
卒
業

生
、
市
民
ら
が
来
場
し
、
キ

ャ
ン
パ
ス
は
大
い
に
に
ぎ
わ

っ
た
。

　
創
立
30
年
を
迎
え
た
石
巻

専
修
大
学
の
歴
史
を
つ
な
い

で
い
く
と
い
う
意
味
を
込

め
、
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
〜
つ

な
ぐ
〜
」。
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
は
ダ
ン
ス
愛
好
会
や
合

唱
部
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
た
ほ
か
、
ゲ
ス
ト
ラ

イ
ブ
も
実
施
。
教
室
で
は
石

鳳
祭
実
行
委
員
会
が
企
画
し

た
お
化
け
屋
敷
、
サ
ー
ク
ル

な
ど
に
よ
る
企
画
展
示
が
行

わ
れ
た
。
屋
外
は
学
生
に
よ

る
模
擬
店
、
地
場
産
品
試
食

な
ど
で
盛
況
だ
っ
た
。

　
実
行
委
員
長
の
吉
田
ひ
よ

り
さ
ん
（
理
工
３
・
宮
城
県

白
石
高
）
は
「
実
行
委
員
会

の
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
最
高

の
石
鳳
祭
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。

◇

　
石
鳳
祭
の
開
催
に
合
わ

せ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は

「
創
立
30
周
年
記
念
事
業
」

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

実
施
さ
れ
た
。

　
13
日
に
は
育
友
会
協
力
企

画
の
牧
田
明
久
氏
（
楽
天
イ

ー
グ
ル
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー

チ
）
に
よ
る
特
別
講
演
会
が

開
か
れ
た
。
育
友
会
支
部
懇

談
会
（
石
巻
会
場
）
の
参
加

者
ら
が
聴
講
す
る
な
か
、
牧

田
氏
は
自
身
の
体
験
談
を
交

え
、「
信
頼
」
に
つ
い
て
語

っ
た
。

　
ほ
か
に
も
電
子
工
作
体
験

な
ど
が
あ
り
、
図
書
館
で
は

「
テ
イ
ラ
ー
文
庫
」
の
パ
ネ

ル
展
が
開
か
れ
た
。

　
女
子
競
走
部
が
10
月
28

日
、
仙
台
市
で
行
わ
れ
た
第

36
回
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
（
６
区

間
、
38
㌔
、
参
加
25
校
）
に

出
場
。
２
年
ぶ
り
と
な
る

〝
杜
の
都
駅
伝
〞
で
全
員
が

粘
り
強
い
走
り
を
見
せ
、
２

時
間
19
分
56
秒
の
24
位
で
ゴ

ー
ル
し
た
。

　
同
部
の
１
期
生
で
あ
る
４

年
次
生
に
と
っ
て
は
最
後
の

大
会
。
昨
年
は
東
北
学
連
選

抜
で
出
場
し
、
た
だ
一
人
４

年
連
続
出
場
と
な
っ
た
川
崎

美
祈
さ
ん
（
人
間
４
・
山
形

県
山
形
城
北
高
）
は
ア
ン
カ

ー
を
務
め
、

区
間
19
位
と

力
走
。
川
崎

さ
ん
が
「
チ

ー
ム
内
で
競

り
合
っ
て
上

位
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」

と
後
輩
に
思

い

を

託

す

と
、
庄
司
琴

美
さ
ん
（
経

営
３
・
宮
城

県
聖
和
学
園

高
）
は
「
来

年
は
こ
ん
な

情
け
な
い
思
い
を
し
た
く
な

い
」
と
雪
辱
を
誓
っ
た
。

【
出
場
選
手
】
※
敬
称
略

▽
１
区

庄
司
琴
美

▽
２
区

樋
口
亜
沙
美
（
経

営
２
・
山
形
県
山
形
城
北
高
）

▽
３
区

千
葉
彩
有
花
（
人

間
１
・
宮
城
県
常
盤
木
学
園

高
）

▽
４
区

丹
野
稚
妃
路
（
経

営
１
・
宮
城
県
聖
和
学
園
高
）

▽
５
区

千
葉
悠
里
奈
（
人

間
４
・
宮
城
県
常
盤
木
学
園

高
）

▽
６
区

川
崎
美
祈

11/25 SUN  12/ 9 SUN

【時間】10:00 ～ 13:00

【企画】個別相談コーナー／小論文・

面接対策講座／英語対策講座／キ

ャンパスツアー／資料コーナー

受験相談会2018受験相談会2018

申し込み不要・入場無料

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

本年４月、
創立 30 年を
迎えました

４
年
間
の
思
い
を
胸
に
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を

切
る
川
崎
さ
ん

 

粘
り
強
く

 

走
り
ぬ
く

 

杜
の
都
駅
伝

私立大学研究ブランディング事業

水産資源養殖の
課題が明らかに

　
２
０
１
６
年
度
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
、
石
巻
専
修

大
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
震
災
復
興
か
ら
地
域
資
源
の

新
結
合
に
よ
る
産
業
創
出
へ
｜
草
葉
起
源
に
よ
る
内
水
面
養
殖
業
の
創
出
｜
」

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

高
崎
み
つ
る
理
工
学
部
教
授
）
の
成
果
を
報
告

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
８
日
、
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。「
創
立
30
周
年
記

念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
学
生
、
教
職
員
、
関
係
者
ら
が
聴
講
。
こ

れ
ま
で
の
開
発
、実
験
、調
査
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、今
後
の
展
望
が
語
ら
れ
た
。

シ
ン
ポ
で
成
果
報
告

　
高
校
生
や
大
学
生
が
石
巻

市
の
将
来
像
を
提
案
す
る

「
い
し
の
ま
き
政
策
コ
ン
テ

ス
ト
」（
石
巻
市
、
石
巻
青

年
会
議
所
主
催
）
の
発
表
会

が
10
月
21
日
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
石
巻
で
開
催
さ
れ
た
。
８

チ
ー
ム
が
政
策
と
そ
の
効

果
、
予
算
な
ど
を
亀
山
紘
市

長
ら
５
人
の
審
査
員
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
人
間

学
部
人
間
文
化
学
科
の
「
き

ょ
う
か
ら
あ
す
へ
」
チ
ー
ム

が
提
案
し
た
「
石
巻
で
今
日

は
何
す
る
？
」
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
佐
藤
香
伽
さ

ん
（
３
年
次
・
岩
手
県
一
関

第
一
高
）、
遠
藤
な
ぎ
さ
さ

ん
（
２
年
次
・
宮
城
県
石
巻

西
高
）、
戸
田
大
さ
ん
（
１

年
次
・
宮
城
県
石
巻
北
高
）、

荒
川
怜
奈
さ
ん
（
１
年
次
・

宮
城
県
加
美
農
業
高
）。

　
４
人
は
「
40
代
が
暮
ら

し
、
働
き
、
遊
ぶ
選
択
が
で

き
る
ま
ち
」
を
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
石
巻
駅
前
の
立た

ち

町ま
ち

の
活
性
化
案
を
提
案
。
①
タ

ク
シ
ー
の
相
乗
り
や
バ
ス
の

路
線
拡
大
②
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
移
住
を
促
進
さ
せ
る
環
境

づ
く
り
③
子
育
て
支
援
の
た

め
の
施
設
改
修
｜
｜
の
三
つ

の
政
策
で
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
に
な
る
と
提
言
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
さ
ん
は

「
最
優
秀
賞
を
め
ざ
し
て
準

備
し
て
き
た
。
先
生
方
を
は

じ
め
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
受
賞
を
喜
ん
だ
。

　
提
案
さ
れ
た
政
策
は
市
復

興
政
策
課
が
検
討
を
進
め
、

実
現
の
可
能
性
を
探
っ
て
い

く
。
石
巻
市
出
身
の
遠
藤
さ

ん
は
「
今
ま
で
以
上
に
石
巻

の
こ
と
を
理
解
し
た
く
て
参

加
し
た
。
政
策
が
実
現
し
、

立
町
が
活
性
化
し
た
ら
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。

いしのまき政策コンテスト

最
優
秀
賞
受
賞

人
間
文
化
学
科
チ
ー
ム

亀山市長（右）から表彰状を受け取る佐藤さん

模擬店も盛況

作品を展示した模型研究会

ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
る
観
客
た
ち

2018石鳳祭

秋
晴
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

大
い
に
に
ぎ
わ
う

多くの聴講者が訪れた上田氏による特別講演

研究成果を報告する高崎教授


